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「品川キャンパス国際混住寮（仮称）の正式名称決定」及び 

「名称募集の賞状及び記念品の授与式の開催」 について 

■国際混住寮（仮称）の正式名称決定について                            

先般、本学の学生・教職員を対象に「品川キャンパス国際混住寮（仮称）」の名称募集（募

集期間 2025 年 6 月 19 日～7 月 16 日）を行い、163 名から日本語名称案 288 点、

英語名称案 254 点の応募がありました。 

数多くの名称候補案の中から、国際混住寮（仮称）名称選考委員会における選考を経て、

正式名称が「青鷹寮（せいようりょう）」に決定しました。 

〇正式名称 

日本語名： 青鷹寮（せいようりょう） 

英 語 名： SEIYO DORMITORY 

 

 

 

 

〇選定理由・名称提案者による提案理由 

①選定理由 

海や本学を連想させる「青」と、本学の船舶や施設の名称として伝統的に使用

されてきた「鷹」という単語の組み合わせが本学らしさを象徴していること等を

評価し、選定しました。 

②名称提案者による提案理由（複数の提案者の提案理由を基に要旨を記載しています。） 

・本学の元練習船「青鷹丸※」が名称の由来。練習船の世代交代に伴い、令和３年

に練習船としての仕事を終えましたが、その名を新しい寮の名前としてこの先

も東京海洋大学の歴史に残したいと思いました。 

・「青」という字には地球・全世界という意味をかけており、青い星地球の海洋の

発展を担う海洋大生の寮、青い星地球の誰もが歓迎される国際的な寮という

意味が込められています。また、「鷹」という字に（青鷹寮建設に伴い、令和 8

年 3 月末に廃止となる）朋鷹寮の伝統を継ぐという意味をかけており、本学

の歴史を重んじ伝承する寮という意味が込められています。 

※昭和６２年から令和３年まで運航していた船舶職員の養成教育と海洋学・水産学の実習を目的とした練習船。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 青 鷹 寮
せいようりょう

の完成イメージ図＞ 

 

 



2 

 

■名称募集の賞状及び記念品の授与式の開催について                         

令和７年１０月１日（水）に学長室にて賞状等の授与式を行いました。授与式には、「青鷹寮」を

提案した最優秀賞受賞者５名のうち３名が参加し、井関学長より賞状と目録が授与されました。 

閉式後に受賞者と学長等との懇談の場が設けられ、学長からは素晴らしい名称が提案され

たことへの感謝の意が伝えられました。受賞者からは、名称に込められた想いや由来の一つで

ある「青鷹丸」にちなんだエピソード、来春完成予定である「青鷹寮」への期待などが語られ、終

始和やかな雰囲気の懇談会となりました。 

 

〇受賞者 

【最優秀賞】  

・大学院 海洋科学技術研究科 博士前期課程 海洋資源環境学専攻 1 年 

・海洋生命科学部 海洋生物資源学科 4 年 

・海洋生命科学部 海洋生物資源学科 2 年 

・海洋工学部 海事システム工学科 2 年 

・海洋科学専攻科 海洋船舶運航システム学専攻  

【優秀賞】 

・事務職員 

 

  
【井関学長（中央）、南理事（左）、村上理事（右）と受賞した学生】                【懇談会の様子】 
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■青鷹寮（せいようりょう）の完成イメージ(参考)                       

 


